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千葉市美術館の所蔵作品展示

現代日本の彫刻 木を素材とした作品を中心に

平成21 年9月 14日（月）ー 10月 21 日（水）休室日 10月 5 日（月）

開室時間： lO: 00 -l 8 : 00 
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千葉市美術館
Chiba City Museum of Art 

東京国立博物館彫刻室の収蔵品のなかで、製作された時代が最も古いとされている飛

鳥時代の《菩薩立像》は木造彩色である。朝鮮半島に由来すると思われるその表情、頭

部と胴体の稚拙なバランスは、日本に仏教が伝わったころの仏像のすがたを今に伝えて

いる。

飛鳥時代以降、と言ってはおおげさだが、たしかに木は加工が簡便なこともあり、彫

刻の素材として洋の東西を問わず古くから用いられてきた。長い間、彫刻の素材は木、石、

そして石膏やブロンズ（青銅）といった素材が主流だったが、 20世紀に入ると鉄やガラス、

さらにはガラスやプラスチックなどが用いられるようになった。この新しい素材の導入

と、いわゆる「抽象彫刻」のひろがりは連動している。作り手の発想に応えるうえでも、

また造形の「新しさ」を伝えるためにも、昔から使われていた素材では具合が悪かった

のだ。

この結果、木は相対的に彫刻の素材に占める割合が小さくなっていった。しかし、さ

まざまな素材が用いられるようになったことで、彫刻家たちは素材としての木に「過去

の記憶」という、工業素材が持ち得ない魅力を新たに発見した。今回の出品作品の作家

たちは、共にこの魅力について充分認識した上で制作に向かっている。

植木茂（うえきしげる 1913-84) はもともと油彩画を制作していたが、旅先の奈

良で出会った仏像に触発されて抽象彫刻を目指すようになった。これは1930年代のこ

とであり、わが国では先駆的な存在だった。以後、江戸時代の木喰仏などを参考にしながら、

木という素材の魅力とフォルム（かたち）が一体化した造形を終生心がけた。

豊福知徳（とよふくとものり 1925 年生）は20代のはじめ、木彫家・富永朝堂（と

みながちょうどう 1897-1987) に学んだ。この系譜は、明治時代に活躍した高村光雲（た

かむらこううん 1852-1934) の流れに位置する。豊福は単純化された人間像によって

国内で高い評価を得ていたが、 1960年代に移り住んだイタリアでの生活から、地中海

世界と東洋を結ぶ古代的な造形へと向かっている。

江口週（えぐちしゅう 1932 年生）は日本の戦後彫刻の中でも、内容・物理的にスケー

ルの大きな木彫の作風で知られている。人間と木が共生していた古代への思いは、出世

作とでも言うべき《死者のふね》 (1961) の構想の一端が、戦後千葉市内で発見された

大賀蓮とともに出土した丸木船であったことからもあきらかである。

沈文嬰（シムムーンセップ 1942年生）は現在、ヨーロッパでも作品の発表が多いが、

1970年代はじめからサトウ画廊をはじめとして日本国内で発表している。代表的な『木

神』という作品群は、韓国の古い民家が使っていた建築材を用い、東アジアの人間が積

み重ねた暮らしの記憶を呼び起こす。これは単なる回顧に止まってはいない。作者は常に、

「水平と垂直」という立体造形にとって重要なふたつの要素がいかにかかわっているか、

ということを強く意識している。

小清水漸（こしみずすすむ 1944年生）は 1960年代末、美術作品のあり方に根本的

な問いかけを続けていた。具体的には、「木を刻む」「鉄を磨く」という行為によって作

者の手が加えられた物質を、画廊や美術館で発表した。これは、人間中心の思考に対す

る反省だった。彼はこの経験を自らの制作の土台として、過去の造形の記憶が蓄積した

素材である木と、神話や伝統の世界を融合した作品を制作している。今回展示している

作品の名に付された「デウカリオン」とは、ギリシャ神話に登場する箱船を造った人物

のことである。

八木正（やぎただし 1956 -83) は先行する世代一たとえば、今回の展示では沈や

小清水ーを受け継いだ存在である。第2次世界大戦後、近代彫刻（いわゆる、ロダン以降）

が獲得したさまざまな造形思考は、 1960年代後半から70年代前半にかけてわき起こっ

た、近代美術に対する批判と再検討の気運の中で解体された。八木はこの再建に取り組み、

道半ばで歿した。八木の作品は一見単純な構造であるが、使われている素材（表面に塗

られたベンガラ）などは、かつて日本人の生活の中にはよく見かけた素材である。そこ

から、何気ないくらしの中からもう一度美術を作るうとした作り手の意志を読み取るこ

とができる。

今日、美術の世界は今回展示した作品から、更なるひろがりを示しているように見える。

しかし、展示した作品はいずれも代表作・話題作ばかりであり、現在でも作品の魅力を失っ

てはいない。むしろ、多様な作品が生み出されている今日こそ、「美術作品の制作」の根

拠を問うたこれらの先人たちの作品に接するべきだろう。

（本館学芸係長藁科英也）
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出品目録

作家名 生歿年

l 植木茂 1913 -84 

2 植木茂

3 植木茂

4 豊福知徳 1925 生

5 江口週 1932 生

6 江口週

7 沈文隻 1942 生

8 小清水漸 1944 生

, 八木正 1956 -83 

作品名

トルソ

仏頭

子ども

透過する立像

死者のふね

再生の門

木神 9114

デウカリオンの机

（作品名不詳）

千葉市美術館
Chiba City Museum of Art 

制作年 素材 寸法 (cm)

1956f昭和31) 年 木 70.0x32.0x28.0 

木1956（昭和31) 年 29.5x20.5x20.0 

1963（昭和38) 年頃 木 92.7x25.5x23.5 

1984（昭和59) 年 木（マホガニー） 95.0x28.0x2 l.0 

19611（昭和36) 年 木（カヤ） 45.0x23 5.0x30.0 

19941（平成6) 年 木（棒） 200.0x375.0x85.5 

1991 （平成3) 年 木（松） 205.0x l 70.0x75.0 

1983~如58) 年 木 l 55.0x300.0x 138.0 

1982（昭和57) 年 木，ベンガラ 58.0x l l O.Ox27.0 

＊八木明氏寄贈


	img20220705_11164694
	img20220705_11195464



